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⼈為バリアを越えて感染拡⼤中の新型コロナウイルスは世界経済失速のトリガーに？ 
 
ここに⽰した図は、2019 年-2020 年中国武漢における肺炎の流⾏（Wikipedia）からの引⽤
である。毎⽇のように感染者数および死者の数が報告され、その数は⽇増しに増加し、すで
に中国国内より世界各国へと⾶び⽕している。 
 

 
その感染⼒は⽐較的強いらしいが、潜伏期間が⻑いこと、またこのウイルスに感染していて
も症状が現れていない⼈が多くいることより、その感染経路の追跡が難しいようである。こ
のことは感染予防の難しさを意味している。 
 
世界の多くの国々では、渡航制限や渡航の禁⽌措置が打ち出され、すでにその多くが実⾏に
移されている。しかしながら、国境というバリアを容易に越えてしまったこのウイルスに、
渡航禁⽌措置の意味は薄れてしまった可能性がある。NATURE 記事には次のように記され
ている。 
 
 
NATURE 2020.02.07 

渡航禁⽌と隔離では、もはや新型コロナウイルスの勢いは⽌められない 
⽶国では新型コロナウイルスの感染防⽌策として、中国からの帰国者の隔離に加えて、過

去 2 週間以内に中国を訪れたことがある外国⼈の⼊国を禁じる措置を 2 ⽉ 1 ⽇から始めた。
だが WHO や専⾨家からは、「何らの移動や交易の制限」の効果に疑問の声が上がっている。
感染拡⼤を⽌める効果がほとんどなく、むしろデメリットのほうが多いと考えられている
からだ。 
 
 



このウイルスが世界にもたらす災いは、⼈命を脅かす以外にも⽣産や物流の停滞など、経済
活動減速への影響が⼤きい。中国では多くの企業がその⽣産活動を停⽌している。 
 
中国経済はバブルであるといわれて久しいが、今回のウイルスがバブル崩壊の引き⾦とな
る可能性もある。そんなことがもし起これば、習近平政権も無傷では済まなくなる。また、
これが起これば、中国発の同時世界不況の始まりとなる可能性もある。 
 
経済を危ぶむ関連記事が最近散⾒さ
れるようになった。株価はいまだに
⾼⽔準を保っているが、これは６か
⽉後にはこのウイルスによる災禍が
⼀段落するとみているためだろう。
株式相場は⼼理的要因で上下するも
のである。最近のウイルス伝播の勢
いを⾒ていると、投資家たちがいつ
まで冷静でいられるかが⼼配になっ
てくる。誰かがホイッスルを吹くと、
株価は⼀挙にその価値を失う⽅向に
動いいても不思議ではない。 
  
 
右の森永卓郎⽒著
の記事によると、⽶
国と中国のバブル
はすでに 69 カ⽉
と、リーマンショッ
ク前の 52 カ⽉をす
でに超え、いつバブ
ルがはじけても不
思議ではない状況
にあると記されて
いる。⽶中貿易摩擦
と新型コロナウイ
ルス。経済はこの２
⽻のブラックスワ
ンに耐えられるか。 



そしてさらに⽇本経済新聞からの借⽤であるが、⽇本企業の収益も低下してきている。 
また、体⼒が弱っているインド経済への悪影響も⼼配される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 
 


